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随

功

西
山
短
期
大
学

一

は

じ

め

に

今
回
の
共
通
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
、
浄
土
宗
西
山
派
祖
證
空
（
一
一
七
七
〜
一
二
四
七
）
の
教
学
か
ら

自
然

の
理
解
を
窺
っ
て
み

た
い
。
先
ず
、
国
語
辞
典
に
は

自
然

の
訓
み
と
し
て
仏
教
関
係
で
は

じ
ね
ん

と
読
む
こ
と
が
多
い
こ
と
、
中
世
以
前
で
は

ひ

と
り
で
に
、
お
の
ず
か
ら

の
意
味
の
時
は

じ
ね
ん

と
読
み
、

万
一
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

の
意
味
の
時
は

し
ぜ
ん

と
読
み

分
け
て
い
た
と
あ
る
。

福
永
光
司
氏
は
中
国
の
自
然
観
に
つ
い
て

自
然
と
は
ヲ
ノ
ズ
カ
ラ
シ
カ
ア
ル
す
な
わ
ち
本
来
的
に
そ
う
で
あ
る
こ
と
（
そ
う
で
あ
る

も
の
）
も
し
く
は
人
間
的
な
作
為
の
加
え
ら
れ
て
い
な
い
…
…
あ
る
が
ま
ま
の
在
り
方
を
意
味
し
、
必
ず
し
も
外
界
と
し
て
の
自
然
の
世

界
、
人
間
界
に
対
す
る
自
然
界
を
そ
の
ま
ま
で
は
意
味
し

１
な
い

と
述
べ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
東
洋
的
な
自
然
観
と
し
て
自
ず
か
ら
然
あ

る
、
人
間
の
作
為
の
加
わ
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
、
西
山
派
の
事
相
の
典
籍
に
は
自
然
（
し
ぜ
ん
）
の
意
趣
で
用
い
て
い
る
場
合
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば

選
択
密
要
決

に
は

諸
仏
菩
薩
声
聞
聖
衆
草
木
国
土
法
界
万

ハ像
皆
々
極
楽
勧

念
仏
教
２。

（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
様
）
と
自
然
は
す
べ
て
阿
弥
陀
仏
の
慈

西
山
義
に
み
る
自
然
の
理
解
（
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悲
の
は
た
ら
き
と
す
る
。
こ
れ
は

観
無
量
寿
経

第
八
像
観
の

諸
仏
如
来
是
法
界
身
入
一
切
衆
生
心
想
中

に
つ
い
て
の
證
空
の
理

解
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

だ
が
、
今
回
は
證
空
の
教
相
の
著
書
に
み
ら
れ
る
自
然
の
理
解
に
つ
い
て
窺
う
と

少
し
も
人
為
の
加
わ
ら
な
い
こ
と
、
お
の
ず
か
ら

そ
う
で
あ
る
こ
と

を
自
然
の
語
意
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
業
道
自
然
・
他
力
自
然
・
無
為
自
然
の
三
に
判
別
で
き
る
と

え
る
。
そ

こ
で
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
い
。

二

業

道

自

然

業
道
自
然
と
は
善
悪
の
業
因
に
よ
り
自
然
に
苦
楽
の
果
報
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
證
空
は

五
段
鈔

に
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

人
中
・
天
上
の
快
楽
は
夢
中
に
し
て
幻
の
如
し
。
八
苦
の
悲
し
み
忽
ち
に
来
り
、
五
哀
の
患
へ
速
か
に
到
る
。
地
獄
・
畜
生
の
果
報

は
業
に
依
っ
て
感
ず
。
八
寒
・
八
熱
の
苦
し
み
を
受
け
、
残
害
・
飢
饉
の
患
へ
有
り
。
或
は
鉄
杖
骨
を
摧
き
、
刀
林
膚
を

３
割
く
。

こ
の
業
道
自
然
の
な
か
に
お
い
て
も
人
間
は
斉
し
く
凡
夫
の
生
き
方
を
重
ね
て
い
る
。
そ
の
相
に
つ
い
て
證
空
は
同
じ
く

五
段
鈔

に
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
機
と
し
て
六
道
に
流
転
す
。
又
善
業
の
行
と
雖
も
不
真
実
の
行
な
る
故
に
、
今
生
も
生
死
を
離
れ
ず
、
過
去
も

出
離
せ
ざ
り
き
と
深
く
信
ず
れ
ば
、
至
誠
心
は
深
く
成
る
な
り
。
然
れ
ば
善
悪
共
に
輪
廻
の
業
に
て
、
往
生
の
益
を
得
ざ
る
故
に
、

出
離
の
縁
あ
る
こ
と
無
し
と
云
ふ
。（
中
略
）
十
悪
・
五
逆
・
四
重
・
八
万
四
千
の
煩
悩
罪
障
等
、
皆
三
途
の
業
因
に
し
て
出
離
の

縁
有
る
こ
と
無
し
と

４
信
ず
。

こ
の
業
道
自
然
の
道
理
の
中
に
お
い
て
人
間
は
六
道
輪
廻
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
は
業
道
自
然
は
自
業
自
得
を
示
す
道

西
山
義
に
み
る
自
然
の
理
解
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中
西
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理
で

５
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
證
空
も
こ
の
理
解
の
立
場
に
あ
る
。

浄
土
教
と
り
わ
け
善
導
（
六
一
三
〜
六
八
一
）
に
依
り
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
人
間
は
斉
し
く
凡
夫
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ど
の
様
に
自
ら
の
業
を
浄
め
よ
う
と
尽
力
し
て
も
煩
悩
の
障
り
に
依
り
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
惑
い
の
世
界
か
ら
自
力
に
て
出
離
解
脱
す

る
こ
と
は
叶
わ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
法
然
は
一
切
を
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
乗
托
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
凡
夫
の
往

生
も
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
の
は
た
ら
き
に
依
る
の
で
あ
る
。
決
し
て
衆
生
が
称
え
る
念
仏
の
功
徳
に
依
り
往
生
す
る
の
で
は
無
い
。
こ
れ

が
證
空
の
説
く
他
力
念
仏
の
信
仰
で
あ
る
。
ま
さ
に
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
は
自
業
自
得
の
縛
り
か
ら
解
放
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
。
こ
れ
に
依

り
極
楽
往
生
の
後
に
は
見
仏
聞
法
の
当
益
を
得
て
成
仏
で
き
る
の
で
あ
る
。

三

他

力

自

然

證
空
は
他
力
自
然
に
つ
い
て

観
経
疏
自
筆
御
鈔

に
お
い
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

自
然
、
ト
云
フ
ハ
、
他
力
ナ
リ
。
応
念
所
須
而
至
、
ト
イ
ハ
、
五
乗
ノ
悟
、
機
ニ
随
ヒ
テ
、
他
力
ニ
依
リ
テ
悉
ク
得
ベ
シ
ト
云
フ

６
ナ
リ
。

い
わ
ゆ
る
宝
池
観
の
釈
文
に
つ
け
て

自
然
と
云
ふ
は
他
力
な
り

と
明
言
し
て
い
る
。
ま
た

観
念
法
門
自
筆
御
鈔

に
は
次
の
様

に
述
べ
て
い
る
。

不
持
天
眼
徹
視
、
ト
ラ
イ
ハ
、
此
ノ
行
ノ
成
就
ス
ル
事
ハ
、
自
力
ヲ
モ
テ
得
ル
ニ
ア
ラ
ズ
、
上
ノ
一
念
ノ
信
心
ニ
依
リ
テ
佛
願
ニ
相

応
ス
レ
バ
自
然
ニ
見
ル
ガ
故
ニ
、
然
云
フ
ナ
リ
７。

更
に

観
念
法
門
自
筆
御
鈔

に
は
次
の
様
に
あ
る
。

西
山
義
に
み
る
自
然
の
理
解
（
中
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観
眉
間
白
毫
極
令
明
了
者
八
万
四
千
相
好
自
然
見
之
、
ト
イ
ハ
、
修
因
感
果
ノ
報
身
如
来
、
願
力
ヲ
モ
テ
境
界
ヲ
隔
テ
タ
ル
凡
夫
ノ

為
ニ
顕
ハ
レ
給
フ
身
ナ
レ
バ
、
一
々
ノ
相
別
々
ニ
観
ジ
テ
是
ヲ
見
ル
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
心
ヲ
留
メ
テ
一
相
ヲ
思
フ
ニ
、
佛
心
ニ
相
カ

ナ
ヒ
ヌ
レ
バ
、
一
々
ノ
身
分
更
ニ
隔
ツ
ル
所
ナ
シ
。
佛
力
不
思
議
ニ
シ
テ
顕
ハ
ル
ト
云
フ
事
ヲ
示
ス
文
ナ
リ
。
心
ヲ
留
メ
テ
思
フ

８
ベ
シ
。

つ
ま
り
、
仏
の
相
好
を
拝
む
の
も
自
力
に
よ
り
得
ら
れ
る
の
で
な
く
、
仏
願
に
相
応
す
る
と
こ
ろ
に
自
然
に
見
る
の
で
あ
る
と
示
し
、

仏
力
の
不
思
議
に
依
る
他
力
の
顕
現
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

往
生
礼
讃
自
筆
御
鈔

に
は

無
心
領
納
自
然
知
、
ト
イ
ハ
、
他
力
出
離
ノ
謂
、
自
ラ
ノ
領
解
、
修
行
ヲ
用
イ
ズ
シ
テ
、
他
力
ニ
依
リ
テ
度
ル
故
ニ
、
自
然
知
、
ト

結
ス
ル

９
ナ
リ
。

と
あ
り
、

日
中
礼
讃

の
釈
文
に
つ
け
て
も
他
力
自
然
を
述
べ
て
い
る
。
同
じ
く

般
舟
讃
自
筆
御
鈔

に
も
同
じ
内
容
が
示
さ
れ
る
。

地
上
虚
空
人
遍
満
、
神
通
轉
変
自
然
知
、
ト
イ
ハ
、
上
ノ
如
ク
不
思
議
ノ
功
徳
ヲ
具
ヘ
タ
ル
人
、
願
力
ニ
乗
ジ
テ
生
ズ
ル
故
ニ
、
彼

ノ
広
大
無
辺
ノ
境
ニ
遍
満
セ
リ
ト
云
フ
ナ
リ
。
此
ノ
人
ノ
功
徳
ハ
自
業
力
ノ
成
ズ
ル
所
ニ
ア
ラ
ズ
、
他
力
ニ
依
リ
テ
是
ヲ
得
レ
バ
、

自
然
知
、
ト
云
フ
ナ
リ
10。

そ
し
て
、

般
舟
讃
自
筆
御
鈔

に
は

行
住
坐
臥
心
相
続
、
極
楽
荘
厳
自
然
見
、
ト
イ
ハ
、
上
ノ
正
助
ノ
二
行
具
シ
ヌ
レ
バ
、
心
念
念
ニ
捨
離
セ
ズ
シ
テ
往
生
ヲ
決
定
ス
ル

ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
今
生
予
テ
依
正
二
報
ノ
功
徳
ヲ
見
ル
ト
云
フ
事
ヲ
釈
ス
ル
ナ
リ
。
今
生
ノ
見
佛
ハ
モ
ト
期
ス
ル
所
ニ
ア
ラ
ズ
。
故

ニ
、
自
然
見
、
ト
云
フ
ナ
リ
。
是
即
チ
、
見
佛
増
上
縁
ノ
義

11
ナ
リ
。

と
あ
り
、

般
舟
讃

の

行
住
坐
臥
に
心
相
続
す
れ
ば
極
楽
の
荘
厳
自
然
に
見
る

の
釈
文
に
つ
け
て
も
同
様
で
あ
る
。

西
山
義
に
み
る
自
然
の
理
解
（
中
西
随
功
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以
上
の
内
容
か
ら
證
空
は
自
然
に
つ
い
て
他
力
（
仏
願
力
）
の
は
た
ら
き
を
示
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る

自
然
弘
願
故

（

般
舟
讃

自
筆
御
鈔

巻
第
六
）
と
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
自
然
外
道
の
無
因
論
で
は
な
く
、
も
と
よ
り
阿
弥
陀
仏
の
本
願
成
就
を
因

と
す
る
自
然
の
理
解
で
あ
る
。

四

無

為

自

然

最
後
に
無
為
自
然
に
つ
い
て
は

無
量
寿
経

に
は
極
楽
に
つ
い
て

無
為
自
然
ノ
境
涯

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の

お
の
ず
か
ら

そ
う
で
あ
る

の
意
趣
か
ら
證
空
は

般
舟
讃
自
筆
御
鈔

に
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

四
種
威
儀
常
自
策
、
命
尽
須

帰
自
然
、
ト
ラ
イ
ハ
、（
中
略
）
命
尽
、
ハ
上
一
形
下
一
念
ニ
至
ル
。
須

、
ハ
往
生
ノ
時
分
ヲ
指

ス
。
自
然
、
ハ
無
為
ノ
異
名
ナ
リ
。
無
為
涅
槃
ノ
体
ナ
レ
バ
、
下
ノ
句
ニ
、
自
然
、
弥
陀
国
、
ト
結
ス
ル
ナ
リ
。
究
竟
常
安
、
ト
イ

ハ
、
無
為
ノ
体
ヲ
釈
シ
顕
ハ
ス

12
ナ
リ
。

い
わ
ゆ
る
善
導
の

般
舟
讃

に

自
然
と
は
即
ち
こ
れ
弥
陀
国
な
り

と
あ
る
釈
文
に
つ
け
て
、
無
為
自
然
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た

観
経
疏
自
筆
御
鈔

に
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

阿
弥
陀
佛
不
遠
ト
イ
ハ
、（
中
略
）
第
三
ノ
義
ハ
、
観
門
弘
願
ニ
帰
シ
テ
往
生
決
定
ト
知
リ
ヌ
ル
上
ニ
、
心
ヲ
繫
ク
レ
バ
浄
土
ノ
荘

厳
眼
ノ
前
ニ
ア
リ
。
是
ハ
、
観
門
ノ
本
意
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
其
ノ
法
ノ
力
用
ナ
リ
。
作
意
ノ
見
ニ
ア
ラ
ズ
、
他
力
ノ
成
ズ
ル
所
ナ

レ
バ
、
自
然
常
見
、
ト
云
フ

13
ナ
リ
。

つ
ま
り
、
善
導
の

序
分
義

に

自
然
に
常
に
見
る
こ
と
を

と
あ
る
釈
文
に
つ
け
て
も

作
意

で
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、

往
生
礼
讃
自
筆
御
鈔

に
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

西
山
義
に
み
る
自
然
の
理
解
（
中
西
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天
上
ハ
自
然
ノ
果
報
ナ
レ
バ
、
又
自
ラ
事
ヲ
成
ス
ニ
煩
ナ
シ
。
唯
人
道
ノ
ミ
自
ラ
営
ミ
為
シ
テ
苦
楽
ヲ

14
成
ス
。

こ
の

往
生
礼
讃

日
没
無
常

の

人
間

と
し
て
衆
務
を
営
む

の
釈
文
に
つ
け
て
も
同
意
で
あ
る
。
更
に

般
舟
讃
自
筆
御

鈔

に
は
次
の
様
に
述
べ
る
。

一
念
一
時
随
衆
聴
、
ト
イ
ハ
、
娑
婆
世
界
ハ
、
志
ア
リ
ト
雖
モ
、
法
ヲ
聞
ク
事
最
モ
難
シ
。
タ
マ
タ
マ
聞
カ
ン
ト
ス
レ
ド
モ
、
其
ノ

縁
ア
リ
難
シ
。
自
他
共
ニ
自
然
ナ
ル
事
ナ
シ
。
然
ル
ニ
、
彼
ノ
国
ハ
、
自
ラ
聞
ク
事
モ
易
ク
、
タ
ト
ヒ
聞
カ
ン
ト
思
ハ
ザ
レ
ド
モ
、

同
行
ノ
善
友
皆
聞
法
ノ
心
ノ
ミ
有
リ
テ
、
其
ノ
衆
ニ
随
ヘ
バ
、
聞
法
自
然
ナ
リ
、
ト
云
フ
ナ
リ
。
百
千
三
昧
自
然
成
、
ト
イ
ハ
、
衆

ト
共
ニ
法
ヲ
聞
ク
行
住
坐
臥
ノ
振
舞
異
ナ
レ
ド
モ
、
三
昧
自
ラ
成
ズ
ル
事
ハ
、
佛
力
ノ
不
思
議
ナ
ル
故
ナ
リ
。
故
ニ
、
自
然
成
、
ト

云
フ
。
十
地
願
行
自
然
彰
、
ト
云
フ
心

15
ナ
リ
。

こ
の
様
に

般
舟
讃

の

一
念
一
時
も
衆
に
随
っ
て
聴
く
百
千
の
三
昧
自
然
に
成
ず

の
釈
文
に
つ
け
て
無
為
自
然
の
内
容
が
知
ら

れ
る
。
以
下
の
資
料
を
一
読
す
る
に
つ
け
て
も
無
為
自
然
の
内
容
が
窺
え
る
。

廻
所
修
行
願
生
弥
陀
佛
国
と
い
は
、
修
行
の
時
節
に
依
ら
ず
他
力
に
乗
じ
て
往
生
決
定
す
と
信
じ
て
疑
無
け
れ
ば
、
所
修
の
業
生
死

に
と
ど
ま
る
事
無
く
自
然
任
運
に
浄
土
の
因
と
成
る
故
に
廻
向
の
義
即
ち
成
ず
と
顕
は
す
也
。
余
の
浄
土
に
は
此
の
義
成
じ
難
し
、

た
だ
弥
陀
佛
国
に
の
み
此
の
義
有
り
と
顕
は
し
て
願
生
弥
陀
佛
国
と
云

16
ふ
也
。

（

観
経
疏
積
学
抄

）

自
然
轉
成
、
ト
イ
ハ
、
大
心
ヲ
発
ス
人
ノ
持
ツ
戒
ハ
、
此
ノ
大
心
ニ
依
リ
テ
大
戒
ト
ナ
ル
故
ナ
リ
。
大
海
ニ
続
ケ
ル
溝
ハ
、
一
滴
ノ

水
ナ
レ
ド
モ
、
虚
シ
カ
ラ
ズ
大
海
ノ
潮
ト
ナ
ル
ガ
如
シ
。
人
ノ
運
ビ
入
レ
ザ
レ
ド
モ
、
自
然
ニ
至
ル
ナ
リ
。
自
然
轉
成
、
ト
云
フ
心

此
ク
ノ
如
シ
。
知
ル

17
ベ
シ
。

（

観
経
疏
自
筆
御
鈔

）

西
山
義
に
み
る
自
然
の
理
解
（
中
西
随
功
）

一
八
八



八
功
如
意
水
、
七
宝
自
然
華
、
ト
イ
ハ
、
重
ネ
テ
功
徳
ヲ
讃
ム
ル
ナ
リ
。（
中
略
）
池
ノ
中
ニ
開
ケ
タ
ル
蓮
、
金
銀
等
ノ
七
宝
互
ニ

イ
ノ
ヘ
テ
、
根
、
茎
、
枝
、
葉
、
華
、
菓
、
自
然
ニ
具
シ
テ
、
妙
用
不
思
議
ナ
ル
事
一
々
ニ
願
フ
ベ
キ
体
ナ
レ
バ
、
七
宝
自
然
華
、

ト
顕
ハ
ス

18
ナ
リ
。

（

往
生
礼
讃
自
筆
御
鈔

）

自
然
成
、
ト
云
フ
。
是
即
チ
、
総
ジ
テ
極
楽
ノ
功
徳
ヲ
顕
ハ
ス
心
ナ
リ
。
十
三
定
善
弘
願
ニ
帰
シ
テ
成
ズ
ベ
キ
事
ヲ
思
ハ
レ
テ
、
光

台
現
国
ノ
土
ヲ
標
ス
ル
ニ
ハ
、
カ
シ
コ
ニ
生
レ
テ
定
善
ア
ル
事
ヲ
示
ス
ナ
リ
。
願
ニ
帰
ス
ル
ハ
、
今
ノ
修
因
ナ
リ
。
カ
シ
コ
ニ
生
ル

ル
、
彼
ノ
果
ナ
リ
。
因
、
果
、
異
ナ
リ
ト
雖
モ
、
他
力
ニ
ヨ
リ
定
善
成
ズ

19
ベ
シ
。

（

往
生
礼
讃
自
筆
御
鈔

）

蓮
開
人
独
処
、
波
生
法
自
揚
、
ト
イ
ハ
、
娑
婆
世
界
ニ
シ
テ
ハ
、
法
ヲ
聞
ク
事
モ
希
ナ
リ
。
有
情
ノ
辺
ニ
シ
テ
是
ヲ
求
ム
ル
ス
ラ
極

メ
テ
難
シ
。
師
モ
難
ク
、
志
モ
ア
リ
難
シ
。
自
然
ナ
ル
事
能
ハ
ズ
。
然
ル
ニ
彼
ノ
国
ニ
ハ
、
水
ノ
音
、
波
ノ
声
、
自
然
ニ
法
ヲ
唱
ヘ

テ
、
衆
生
ノ
機
ニ
カ
ナ
ハ
ズ
ト
云
フ
事
ナ
シ
。
初
メ
テ
蓮
開
ケ
テ
、
華
台
ニ
坐
シ
テ
任
運
ニ
法
ヲ
聞
キ
テ
、
念
念
ニ
益
ヲ
得
ル
ガ
故

ニ
、
法
自
揚
、
ト

20
云
フ
。

（

往
生
礼
讃
自
筆
御
鈔

）

以
上
の
如
く
に
無
為
自
然
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
更
に
證
空
は
善
導
が

法
事
讃

巻
下
に

従

仏
逍
遙

帰

自
然

自

然
即
是
弥
陀
国

無
漏
無
生

還
即
真

行
来
行
止
常
随

仏
、
証

得
無
為
法
性
身

と
釈
す
る
極
楽
浄
土
こ
そ
が
自
然
で
あ
り
、
浄

土
往
生
に
て
無
為
法
性
身
を
得
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
證
空
に
お
い
て
次
の
資
料
に
み
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
。

華
実
開
時
不
従
内
出
、
斯
乃
法
蔵
因
深
到
使
自
然
而
有
と
ら
い
は
、
七
重
同
時
に
具
足
し
て
華
菓
前
後
せ
ざ
る
事
は
五
劫
の
思
惟
よ

り
兆
載
永
劫
の
行
成
就
し
て
、
衆
生
称
念
必
得
往
生
の
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
土
に
顕
行
自
力
の
行
を
も
て
生
ぜ
ず
、
示
観
開
悟
の
故
に

西
山
義
に
み
る
自
然
の
理
解
（
中
西
随
功
）

一
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即
便
往
生
の
利
益
顕
は
れ
た
る
宝
樹
な
れ
ば
、
依
正
因
果
具
足
し
て
自
然
の
体
を
表
す
と
釈
す
る
心
也
。
自
然
は
阿
弥
陀
佛
の
極
楽

他
力
往
生
の
国
と
顕
は
す
也
。
自
然
即
是
弥
陀
国
と
釈
す
る
此
の
意
也
。
知
る

21
べ
し
。

（

観
経
疏
積
学
鈔

）

こ
れ
は
宝
樹
観
の
釈
文
に
つ
け
て
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の

般
舟
讃
自
筆
御
鈔

も
同
じ
内
容
が
み
ら
れ
る
。

願
得
同
生
諸
佛
家
、
ト
イ
ハ
、
佛
ノ
勧
メ
給
フ
心
ヲ
得
テ
、
同
ジ
ク
願
ヲ
発
シ
テ
勧
ム
ル
心
ナ
リ
。
長
劫
長
時
佛
辺
証
、
ト
イ
ハ
、

十
地
願
行
自
然
彰
、
ノ
謂
ヲ
釈
シ
顕
ハ
ス
ナ
リ
。
云
ク
、
自
力
ノ
修
行
ハ
自
然
ニ
ア
ラ
ズ
、
他
力
ニ
依
ラ
バ
自
然
ナ
リ
。
即
チ
弥
陀

ノ
国
ナ
リ
ト
云
フ
心
ナ
リ
。
此
ノ
道
場
ニ
依
ラ
バ
佛
果
遠
カ
ラ
ズ
ト
顕
ハ
ス
ナ
リ
。
知
ル

22
ベ
シ
。

何
故
に
極
楽
は
自
然
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
浄
土
教
学
全
体
か
ら
窺
え
る
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
仏
願
力
成
就
に
依
る
報
土
で
あ

る
故
で
あ
る
。
次
の

往
生
礼
讃
自
筆
御
鈔

に
は

弥
陀
不
思
議
の
願
力
に
乗
じ
て
蓮
華
の
中
に
自
然
に
生
を
受
く

極
楽
で
あ
る
か

ら

実
に
願
ふ
べ
き
生
で
あ
り
、
最
も
求
む
べ
き
所

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

今
、
化
生
、
ト
イ
ハ
、
自
力
ノ
生
ニ
異
ニ
シ
テ
、
弥
陀
不
思
議
ノ
願
力
ニ
乗
ジ
テ
蓮
華
ノ
中
ニ
自
然
ニ
生
ヲ
受
ク
。
是
ヲ
、
化
生
、

ト
云
フ
ナ
リ
。
実
ニ
願
フ
ベ
キ
生
ナ
リ
。
最
モ
求
ム
ベ
キ
所
ナ
リ
、
ト
顕
ハ
ス
心

23
ナ
リ
。

む

す

び

こ
の
様
に
證
空
は
極
楽
こ
そ
が
自
然
で
あ
る
と
の
理
解
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
比
し
て
、
こ
の
現
世
は
有
為
造
作
の
法
で
あ
り
無
常
で

あ
る
。
し
か
も
自
業
自
得
の
業
因
の
世
界
で
あ
る
。﹇
業
道
自
然
﹈。
と
こ
ろ
が
極
楽
は
仏
願
力
に
依
る
他
力
・
無
為
の
は
た
ら
き
を
受
け

る
世
界
で
あ
る
。﹇
他
力
自
然
・
無
為
自
然
﹈。
そ
れ
故
に
自
業
自
得
に
よ
る
業
の
縛
り
か
ら
解
放
さ
れ
る
常
住
不
変
の
世
界
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
自
ら
の
業
因
に
関
係
し
な
い
か
ら
退
没
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
結
果
、
必
ず
無
上
菩
提
に
到
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
證
空

西
山
義
に
み
る
自
然
の
理
解
（
中
西
随
功
）

一
九
〇



は

般
舟
讃
自
筆
御
鈔

に
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

西
方
快
楽
無
為
処
、
ト
イ
ハ
、
重
ネ
テ
浄
土
ノ
功
徳
ヲ
挙
ゲ
テ
、
イ
ヨ
イ
ヨ
欣
求
ノ
心
ヲ
勧
メ
、
此
ノ
要
法
ニ
逢
ヘ
ル
事
ヲ
喜
ブ
ナ

リ
。
快
楽
、
ト
イ
ハ
、
極
楽
ノ
異
名
ナ
リ
。
無
為
、
ト
イ
ハ
、
有
為
ニ
対
ス
ル
言
、
有
為
造
作
ノ
法
ハ
無
常
ニ
シ
テ
留
マ
リ
難
シ
。

輪
廻
ノ
根
本
ナ
リ
。
無

ハ
自
然
常
住
ノ
義
、
ヒ
ト
タ
ビ
入
リ
ヌ
レ
バ
、
永
ク
退
没
ヲ
離
レ
、
又
必
ズ
無
上
菩
提
ニ
至
ル
。
故
ニ
、

無
為
楽
ト
云
ヒ
テ
、
真
ノ
欣
求
ヲ
勧
ム
ル

24
ナ
リ
。

こ
こ
に
、
浄
土
教
に
お
け
る
自
然
の
理
解
と
し
て
證
空
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
依
る
出
離
解
脱
を
果
た
す
こ
と
に
お
い
て
意
義
を
も

っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る

女
院
御
書

下
巻
に
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

自
力
の
時
は
、
い
か
に
行
ず
と
い
へ
ど
も
け
し
が
た
く
や
め
が
た
き
煩
悩
罪
業
な
れ
ど
も
、
弥
陀
の
本
願
力
に
よ
り
て
、
名
号
だ
に

唱
ふ
れ
ば
か
な
ら
ず
は
ら
ひ
除
き
す

25
て
候
。

そ
し
て

女
院
御
書

上
巻
に
も
同
様
の
意
趣
が
窺
え
る
。

か
の
国
の
快
楽
を
お
も
ふ
に
穢
土
の
中
の
稀
望
は
着
す
べ
き
謂
な
け
れ
ば
、
真
実
の
信
心
お
こ
り
な
ん
後
は
往
生
疑
な
き
ゆ
え
に
、

限
あ
る
命
を
を
し
む
べ
き
に
あ
ら
ず
。
無
能
碍
者
の
来
迎
、
諸
邪
業
繫
の
機
を
へ
だ
て
ず
、
仏
の
願
力
を
も
ち
て
五
逆
十
悪
罪
滅
し

て
こ
と
ご
と
く
う
ま
れ
、
謗
法

提
心
を
め
ぐ
ら
し
て
み
な
往
ば
、
後
生
の
重
苦
を
受
く
べ
き
に
あ
ら
ず
。
露
命
こ
こ
に
尽
な
ば
仏

を
見
奉
ん
事
疑
は
ず
。
我
と
功
を
つ
み
徳
を
重
て
う
ま
る
べ
き
浄
土
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
凡
夫
の
自
力
修
行
の
た
め
に
此
命
を
を
し
む

べ
き
に
あ

26
ら
ず
。

更
に
、
現
今
に
お
い
て
仏
願
力
に
気
付
く
信
仰
の
確
立
に
つ
い
て
も
自
然
と
の
理
解
を
し
て
い
る
。
こ
こ
に
他
力
の
念
仏
が
開
か
れ
て

く
る
。
ま
た

観
経
疏
自
筆
御
鈔

に
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

西
山
義
に
み
る
自
然
の
理
解
（
中
西
随
功
）
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一
切
聞
者
、
自
然
生
信
ト
云
フ
ハ
、
韋
提
ハ
種
々
ノ
苦
ニ
逢
ヒ
テ
、
ス
ベ
テ
娑
婆
ヲ
厭
ヒ
、
ア
マ
ネ
ク
無
憂
ノ
世
界
ニ
生
ゼ
ン
ト
欣

ヒ
、
重
々
ニ
請
問
シ
テ
、
汝
是
凡
夫
、
ト
ラ
説
キ
給
フ
時
始
メ
テ
信
ヲ
生
ズ
。
未
来
ノ
凡
夫
ハ
、
自
ラ
請
セ
ズ
シ
テ
、
此
ノ
経
ノ
観

門
未
来
ノ
衆
生
ヲ
機
ト
説
ク
故
ニ
、
是
ヲ
聞
キ
テ
信
ズ
ベ
シ
。
此
ノ
故
ニ
、
自
然
生
信
、
ト
云
フ

27
ナ
リ
。

い
わ
ゆ
る
未
来
世
の
我
等
凡
夫
が

観
無
量
寿
経

の
経
説
を
聞
き
信
ず
る
の
も
自
然
の
は
た
ら
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。
結
局
は
業
道

自
然
か
ら
他
力
自
然
・
無
為
自
然
に
到
る
経
緯
に
お
い
て
證
空
の
自
然
に
つ
い
て
の
理
解
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

註１

中
国
の
自
然
観

新
・
岩
波
講
座

哲
学
５

自
然
と
コ
ス
モ
ス

２

西
山
全
書

第
二
巻
、
九
五
頁

３

森
英
純
編

西
山
上
人
短
篇
鈔
物
集

一
五
四
頁

４

西
山
上
人
短
篇
鈔
物
集

一
六
〇
〜
一
六
一
頁

５

源
信

往
生
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集
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処
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作
レ
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報
ヲ

受
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非
ズ

自
業
自
得
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果
ナ
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明
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い
る
。

６

西
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定
善
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御
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、
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頁

７
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